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「大規模自然災害に伴う浸水区域における救助技術
の高度化に関する検討会」の開催

国民保護・防災部参事官

　近年、気象変動等の影響により、各地で豪雨災害が頻
発しています。多くの都市が平野部に位置する我が国で
は、局所的な豪雨等により多くの浸水被害が発生し、ま
た、都市部では地下鉄や地下街などの地下空間への浸水
被害も懸念される中、浸水区域における災害は大規模・
多様化することが予測されます。
　浸水区域での救助活動は、陸上での活動に比べ、二次
災害の危険性が高く、劣悪な環境での活動となる上、特
殊な救助手法が求められます。
　このため、各消防本部の対応状況等について現状を分
析し、これまでの実災害において培った経験や教訓を踏
まえ、安全かつ迅速な救助活動を実施するための活動要
領等について検討を行うことを目的とし、８月２９日に
第１回検討会を開催しました。

　・第１回　平成29年８月29日
　・第２回　平成29年10月下旬（予定）
　・第３回　平成29年12月上旬（予定）
　・第４回　平成30年２月中旬（予定）

　本検討会の検討結果は、平成29年度中に「平成29年
度救助技術の高度化等検討会報告書」として取りまとめ
る予定です。

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部参事官付
　布川補佐、松浦係長、堀木事務官
　TEL: 03-5253-7507

１　背景・目的

４　検討会のスケジュール

２　主な検討事項
　（１）浸水区域における救助活動要領
　（２）安全管理要領
　（３）先進的・効果的な資機材の導入
　（４）訓練方法・研修機関等の提示

３　第１回検討会の内容
　第１回検討会では、検討会の趣旨やスケジュールにつ
いて事務局から説明が行われた後、実態調査の結果や過
去の浸水災害事例等を踏まえ、問題点の抽出や今後の検
討方針等について検討が行われました。
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